
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践 ○学力テストの結果・考察をもとに話し
合った共通実践事項（具体的な手立て）
を継続して実践した教師の割合が90％
以上。
○各学年における国語・算数の単元末
テストの学級平均点が、５・６年で85点
以上、１～４年で90点以上。

〇学力テストの結果・考察をもとに話し
合った共通実践事項を共通理解し、朝
のスキルタイムや授業の中で指導実践
する。
〇スピーチタイムで、全校児童が意見発
表する場(低・高グループ）を設定し、話
す力を向上させる。感想交流も行う。
〇お題を決め、毎月松梅川柳を書く。素
敵な表現ができた児童をいいねマークで
称賛し、作品は児童の手本とする。

学力向上
（熊谷・教務）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「道徳の学習で、様々な価値観をもつ
ことができるように児童相互の意見交流
を仕組んでいる。」に肯定的な回答をす
る職員の割合が80％以上。
○「友達のよいところを見つけたり、ぽか
ぽか言葉を使ったりすることができた
か」に肯定的な回答をする児童の割合
が80％以上。

・道徳の学習において、「価値項目に対
する自分の考えをもたせる」、「自分の考
えをもとに話し合う」活動を設定する等、
職員が共通理解のもとに取り組む。
・朝の会や帰りの会、学活、平和集会、
人権集会等を通して自他を尊重する温
かい雰囲気づくりの学級づくりを行う。

道徳、人権・同和教育
（西山・眞崎）

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめ防止に向けて気になる子等に
組織的に関わることができた。」に肯定
的な回答をする職員の割合が80％以
上。
〇「学校はいじめについて相談しやす
い。」に肯定的な児童の割合が80％以
上。

・毎月児童に「心のアンケート」を行い、
気になる児童の把握をして、早期に対応
をする。
・職員連絡会後に、気になる児童の情報
交換を行い、支援の進捗状況について
の共通理解を図る。
・いじめ防止についての研修や取り組み
についての共通理解の場を年３回設け
る。

生徒指導
（野田）

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
いると思う」と肯定的な回答をする児童
の割合が80％以上。
●◎「将来の夢や目標を持っている。」
について肯定的な回答をする児童の割
合が80％以上。

・「ゆめノート（キャリアパスポート）」を活
用し、夢や希望について考えさせ、目標
を意識させながら学習や活動に取り組
ませる。
・経験や達成感により、自己肯定感や自
己有用感を高めさせるために、体験活
動を計画的に仕組む。

特別活動
（松本）

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に良い食事をしている」に肯定
的な回答をする児童の割合80％以上。

・食の大切さについての意識を高める目
的で、養護教諭、給食センターの栄養教
諭と連携し、給食指導や食に関する指
導を行う。

保健体育
（野口）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月４５時間）を遵守してい
る職員の割合が100％。

・退勤時刻を意識して業務が進められる
よう、通常は１８：００までに、定時退勤
日（金曜日）は１７：１０施錠完了を呼び
かける。
・職員のアイデアや他校の事例を参考
にして業務改善・働き方改革に向けた取
組を実施し、教職員の意識改革を図る
ようにする。

服務
（副校長）

●特別支援教育の充実

○学習や生活におけるつまずきを把握
し、個々に応じたかかわりを行う。

○「児童の実態の把握に努めた」「実態
に応じた支援を行った。」と肯定的な回
答をする職員の割合が90％以上。
〇「学校は、みんなが分かりやすく学べ
るように工夫している。」に肯定的な回
答をする保護者の割合が80％以上。

・特別支援コーディネーターと各担任が
連携をし、個々のつまずきに応じたかか
わりの検討、実施を行う。
・職員連絡会や小中合同の支援協議会
等を活用し、児童の実態の把握・共有を
図る。
・職員全体での研修を設定して、実態に
応じた支援の在り方についての理解を
深め、実践につなげる。

特別支援教育
（白井）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○不登校および不登校傾
向児童

○不登校および不登校傾向児童への組
織的な対応

○「不登校および不登校傾向児童に対
して組織的対応ができている。」に肯定
的な回答をする職員の割合が80％以
上。
〇「学校は、児童や保護者からの相談を
受けたり、いじめの防止や早期対応に
取り組んだりして子どもたちが安心して
学校生活を送ることができるよう対応し
ている。」に肯定的な回答をする保護者
の割合が80％以上。

・気になる児童について、毎週の職員連
絡会や毎月の生徒指導・校内支援協議
会等で随時共通理解をし、必要に応じて
ケース会議等を開くことで、学校全体で
組織的に対応をする。 教育相談

(神武)

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立松梅小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上においては、学校として共通実践意識（教職員の）は高くなってきているので、これをPDCAサイクルで粘り強く継続して回しながら、学力の定着につなげていく。

・全校児童に占める配慮を要する児童の割合が大きくなってきていることを踏まえ、全教職員の特別支援教育に関する理解を更に深めていくと共に、学校全体での具体的な指導支援の在り方を構築していく。

・全校児童に占める不登校児童および不登校傾向児童の割合が大きいことを踏まえ、それらの児童についての関係機関を交えての学校全体での理解を更に深め、担任以外の教職員の当該児童への支援の在り方、担任へのサポート（負担を軽減していくことにつながる取組）在り方など、学校全体での協

力体制を構築していく。

２　学校教育目標 ふるさと松梅を担う心身ともに調和のとれた子どもの育成

３　本年度の重点目標

①児童生徒の実態把握と共通理解を図り、「発達支持的生徒指導」及び「開発的生徒指導」を実践し、主体的に自らを成長させ、社会の中で自分らしく生きることができる児童生徒の育成を推進

②学校運営協議会制度を活かした小中一貫教育の推進　地域に根差した地域とともにある学校づくり

③安心・安全な学校づくり　校区内の児童生徒と広域から登校する児童生徒の融合

④学力の向上、道徳教育の推進


